
2年 三角形・四角形

年 組 番 氏名

1. 次の文の に当てはまる言葉を書きなさい。

（1）合同な図形においては対応する ① の長さと

② の大きさが等しいという性質がある。

（2）三角形の合同条件は ③ 、 ④ 、 ⑤ の

3つがある。

（3）ある性質を説明するとき，わかっていることを

⑥ 、説明しようとすることを ⑦ 、説明

のことを証明という。

（4）二等辺三角形で，長さが等しい 2つの辺がつくる角を

⑧ 、 ⑧ に対する辺を底辺、底辺の両端の

角を ⑨ という。

（5）直角三角形の合同条件には ⑩ と ⑪ があ

る。

（6）四角形の向かい合う辺を ⑫ ，向かい合う角を

⑬ という。

（7）四角形が平行四辺形になるためには定義または，3つ

ある性質の ⑭ が成り立つか， ⑮ のどれか

が成り立てば平行四辺形になる。

① 辺 (線分) ② 角

③ 3辺

④ 2辺とその間の角

⑤ 1辺とその両端の角

⑥ 仮定 ⑦ 結論

⑧ 頂角 ⑨ 底角

⑩ 斜辺と 1鋭角

⑪ 斜辺と他の 1辺

⑫ 対辺 ⑬ 対角

⑭ 逆

⑮ 1組の対辺が平行で等しい

2. 以下の図形の定義を記号を使って表しなさい。

（1）正三角形 ABC

（2）平行四辺形 ABCD (平行の記号を使って表しなさい)

（3）長方形 ABCD

（4）ひし形 ABCD

(1) AB = BC = CA

(2) AB//DC, AD//BC

(3) ∠A = ∠B = ∠C = ∠D

(4) AB = BC = CD = DA

3. 以下の図形の性質を記号を使って表しなさい。ただし四角

形においては対角線の交点を Oとする。

（1）AB = ACの二等辺三角形 ABC

（2）平行四辺形 ABCD

（3）長方形 ABCD

（4）ひし形 ABCD

(1) ∠B = ∠C

AB = DC, AD = BC

(2) ∠A = ∠C, ∠B = ∠D

AO = CO, BO = DO

(3) AC = BD

(4) AC⊥BD

（うらへ続く）



4. 次の図で ∠x,∠ y の大きさを求めなさい。
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(1) ∠x = 73◦ ∠ y = 17◦

(2) ∠x = 38◦ ∠ y = 105◦

5. 図のように�� ��ABCDの対角線 BD上に頂点 A,Cからそ

れぞれ垂線を引き交点をそれぞれ E,Fとし Aと E，Cと

F を結びます。このとき四角形 AECF が平行四辺形にな

ることを証明しなさい。
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証明) △ABEと△CDFにおいて

∠AEB=∠CFD = 90◦ (仮定) ………①

仮定 AB//DCより

∠ABE=∠CDF (平行線の錯角) ……②

仮定�� ��ABCDより

AB=CD (平行四辺形の性質) ……③

①②③より

△ABE≡△CDF (斜辺と 1鋭角)

よって AE=CF ……………④

仮定 ∠AEF = ∠CFE = 90◦ より

AE//CF (錯角) ……⑤

④⑤より

�� ��AECF (1組の対辺が平行で等しい)

6. 次の図は大きさの異なる 2 つの正方形 ABCD と CEFG

が頂点 C を共有している図である。このとき BG = DE

を証明しなさい。
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証明) △BCGと△DCEにおいて

仮定正方形 ABCDと正方形 CEFGより

BC=DC ………①

CG=CE ………②

∠BCD=∠GCE = 90◦

よって

∠BCG=∠ 90◦ − ∠GCD ……③

∠DCE=∠ 90◦ − ∠GCD ……④

③④より

∠BCG=∠DCE ……⑤

①②⑤より

△BCG≡△DCE (2辺とその間の角)

よって

BG=DE

7. 次の三角形の面積を △ABC は点 A から 2 等分する直線

AMを，△DEFは点 Pから 2等分する直線 PQを作図し

なさい。(作図で使用した線は消さないこと)
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